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C－27　学童の肩部を中心とした形･態vこつ/ヽて

　　　　ノー1ヽル<≫■ム女大文　○桝田庸　森藤永子

被服学11 （構成・美学など）101

的　肩部の形態は被服構成上、重要4ポイ-y b ID一つでi> るo　しかし肩as は、屑

斜角度、頭骨の･傾斜、肩as の筋肉お■ よび後面の脂肪沈着状態に影響され、その形

個性的であるＯ前報におヽいては、成人女子を対象として単写真撮影をかこない’肩

態を検討したが、今m は学童の肩部の形態のうち、特忙被服構成上問題K なる肩

角度、前肩、後肩、等の特徴を単写真撮影にI り観察しIt. o

法　被験者は小学校一学年から六学年までの男子395名、女子43 9名であるＯ体

概要を把握するためK.身長、体重、胸囲の三項目を計測したo 単写真撮影は立位

姿勢で、肩邸を中心とした前面、後面、側面の三枚であi, o写真計ail は、肩傾斜

、両腕側面幅、蝸付根幅、お- よび側面嫌影に*■ける前肩、後肩等をお･となった。

果　実測項目と写真計測項目との相関は低いO肩傾斜角度V.ついて、男子にかい

各々の学年間にχ*検定を*■ こなっ:fc結果、有意差は認められ* かクたo　しかし、

男子との間には｀、有意差が認められ7t o前肩、後肩については、学年間にも、成

子との間にi有意差は認められなかったo女子についても、(5 ぼ同様の･結果が得

たa男女共、特に肩傾斜、前肩、後肩についてIcS. シA-エットのみでも強し･ヽ個性を

ことがうかがわれ7t o
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